
（別紙３）

～ 令和8年　2月　9日

（対象者数） 2人 （回答者数） 2人

～ 令和8年　2月　9日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後、併用している子ども園や児童発達支援事業所等と連

携を図りながら、当事業所での役割等を確認し、より良い支

援が行えればと考える。
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改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2
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・個別での活動提供を行っているため、本人や家族のニーズ

に柔軟に対応する事が出来る。一人ひとりへの支援の充実

・事前に保護者の方へニーズ確認等の聞き取りを行い、活動

プログラムへ盛り込んでいる。

・買い物学習や外食、施設訪問等、社会参加を行い、地域の

方々との交流や社会経験の機会を提供している。

・多機能型事業所という事を活かし、様々な年齢層の方々と

触れ合う事ができる。

・買い物学習では、購入したい物を本人に予め確認し、自己

決

定等が出来る様に取り組んでいる。

・施設利用や外食支援においては、利用する飲食店や施設に

事前連絡をし、活動の目的や一人ひとりの特性等を伝え、協

・季節の行事…お花見、水遊び、ハロウィン、クリスマス

会、忘年会、新年会等

・親子行事…遠足、縁日会、ニュースポーツ等

・取り組みの中で、季節の移り変わりを感じられる様に意識

している。

・親子行事を通じて、保護者間の交流の機会が提供できる

様、工夫している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・集団活動においての支援やアプローチが難しい。 ・利用人数が少ない為、同年代での集団活動は難しい。

令和8年　1月　26日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　2月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 慈愛福祉学園デイサービスセンター

○保護者評価実施期間
令和8年　1月　26日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


